
提案製品・技術

• 有機農産物を継続的、安定的に生産販売していく
ための栽培技術、輪作体系および関連ノウハウ

• 外部からの農業資材の投入を抑えつつ、収量を
安定・向上させることが可能

• 需要家に有機農産物を販売するチャネルを持つ

対象国農業分野における開発ニーズ（課題）

• 付加価値の高い農産物の導入

• 小規模農家の所得の向上・安定

• 農村部の貧困比率の低減

ブータン王国 小規模農家への小豆の有機
栽培技術と輪作体系導入にかかる基礎調査

有限会社サン・スマイル（埼玉県ふじみ野市）

小豆

開発ニーズ（課題）へのアプローチ方法（ビジネスモデル）

• 小規模農家に小豆の有機栽培技術と輪作体系を
導入する。

• 小規模農家と小豆の契約栽培を行い、予め取り
決めた価格で買い上げる。

• 集荷した小豆の粗選別を行ったうえで、日本に
輸出し、日本で高付加価値の有機小豆として販売
する。

• 契約期間：2021年7月～2022年11月
• 対象国・地域：ブータン王国ティンプー県、パロ県、ハ県、チュカ県、ブムタン県
• 案件概要：ブータン王国における小規模農家への小豆の有機栽培技術と輪作
体系導入に関する基礎調査。本調査後、小規模農家に対し、売価の高い商品
作物である輸出用小豆の契約栽培を行うことで、農家の所得向上・安定や
都市部・農村部の格差是正、雇用創出を目指す。

対象国に対し見込まれる成果（開発効果）

• 小規模農家に有機栽培技術・輪作体系が普及
する。

• 小豆の契約栽培・買い取りにより小規模農家の
所得が向上・安定する。

• 農家所得の増加により、都市部・農村部の経済
格差が是正される。

本事業の内容

2022年7月現在


